
2026 年度 社会福祉法人光明童園 事業計画（案） 

1．基本理念                                       
浄土真宗のみ教えを根幹とし、親鸞聖人が述べられた「世の中安穏なれ」の願いのもと、誰もがいつく

しみ（慈愛）をたたえた眼差しを持ち（眼施）、すべての人が尊ばれ、社会の一員として重んじられ、良
い環境の中で安心して共に生かされ生きる社会を目指す。 
 

２．基本方針                                      
児童養護施設においては、児童福祉法第 41条「保護者のない児童、虐待されている児童その他環境上

養護を要する児童を入所させて、これを養護し、あわせて、退所した者に対する相談、その他の自立のた
めの援助することを目的とする施設とする」を基本とし、 
・人権を尊重し個性を大切にする 
・安心安全な生活の場の提供 
・ 人との関わりや絆をしっかりと築き、心身の健康を守り育てる 
を柱に、児童とともに生活していく中で、和顔愛語（なごやかな笑顔・やさしい言葉・おもいやりの心）
に基づく「報恩感謝」の生活を実践し、強く明るく生きぬき、常にわが身を省み、互いにうやまい助け合
う、そのような人間に育成する。また、対外的には、地域性を最大限に生かした社会性をはかり、地域の
中に根ざした施設づくりに努力邁進する。 
地域支援部門、発達サポート部門においては、各家族化や少子高齢化により、人と人とのつながりが希

薄化している中、子どもや子育てをしている人、高齢者、障がい者を含め、地域のすべての人がつながり
合い、共に尊ばれ、社会の一員として重んじられ、良い環境の中で、安心してともに生かされ生きる社会
の実現を目指す。 
 

３．スローガン 「子どもたちの幸せのために～子どもと共に、働く人と共に～」           
 社会福祉法の改正、児童福祉法の改正、新しい社会的養育ビジョンなど、社会福祉や児童福祉を取り巻
く状況は、激動し、大きな変わり目を迎えている。 
社会福祉法人光明童園としても、大きな変革、更なる改善が求められている。しかし、時代や制度が変

わろうとも、「すべての人が尊ばれ、社会の一員として重んじられ、良い環境の中で安心して共に生かさ
れ生きる社会を目指す」という理念は変わらない。あらためて、何を目的とし、何を行うべきなのかを見
つめたい。何よりも、様々なご縁の積み重ねにより、社会福祉法人光明童園に関係してくれた子どもたち
の最善の利益を追求し、子どもたちの「幸せ」を追求していかなければならない。そのためには、子ども
たちの支援に携わる職員達は、最善のチームであり、最善のプロ集団であることが望まれる。そのため
に、職員自身がやりがいを持ち、仕事は厳しく、職場は楽しく感じられ、社会福祉法人光明童園で働いて
よかったと「幸せ」を思えるように法人経営を行っていく。 
 

４．社会的養育総合支援センター光明童園                            
児童養護施設や児童自立生活援助事業（Ⅱ型）などによるケアワークと、児童発達支援センターや児童

家庭支援センターなどによるアウトリーチ型のソーシャルワークを地続きで捉えることで、社会的養育
に係るハイリスクアプローチから、ポピュレーションアプローチまでを総合的に展開していく。 
私たちの社会には、虐待、疾病、貧困など、様々な事情で家庭での養育が困難となっている子どもや若

者がたくさんいる。児童養護施設「光明童園」「湯出光明童園」や児童自立生活援助事業（Ⅱ型）などは、
こうした子ども・若者たちに対し、衣食住の確保や就学など、子ども・若者として当然の権利を保障し、



社会での自立を支援するための施設である。また、近年では家庭での養育力を補完し、子育てを地域社会
全体で担っていこうとする動きが活発になっている。「児童発達支援センターにこにこ」や「児童家庭支
援センターオリーブ」などは、こうした社会のニーズに応えるべく、様々な相談やセラピー、居場所づく
りなどを行っている。今日、地域福祉の観点から、「共生社会」の実現が期待されている。地域住民のつ
ながりをベースに、多様な地域福祉の学び舎となるとともに、新たな社会資源を創出していくためのソ
ーシャルアクション拠点としても機能していきたい。 
 
５．法人経営                                      
（１） 評議員会、理事会、監査、苦情解決第三者委員会の開催                                

（２）経営者会議                                        
法人内事業所の管理者と法人事務担当者が、定期的（月 1回）に集まり会議を行う。各事業所の現状

や課題、取り組みの共有、経営に関する勉強会を行い、より良い経営に繋げていくことを目的とする。 
（３）情報の発信                                        
透明性の高い法人経営を確立するべく、法人の業務及び財務情報など公表が必要な情報について積極

的に公表することにより、経営の透明性を確保していく。又、公益的な取組の実施状況についても積極的
に発信していく。 
（４）コンプライアンスの徹底                                  
社会福祉法等の関係法令はもとより社会的ルールやモラルを遵守した経営を行うため、管理者（園長、

副園長など）を対象にコンプライアンスについての研修を計画する。 
（５）経営の透明化                                       
公正かつ透明性の高い適正な経営の取組を行うことを目的として、外部の専門家による監査及び相談

支援体制を構築する。外部の専門家との委託料、解雇やハラスメント行為などの労働関係のトラブルに
起因する損害賠償金・訴訟費用に備える保険への加入、委員会の活動経費など、費用が増加することが予
想され、各事業所からの繰入金を確保する。 
（６）地域における公益的な取り組み                               
地域支援部門での事業を中心に、地域の縁がわ活動（地域住民の活動や子どもたちの居場所としての

場所の提供）、高齢者宅訪問、若者への朝食提供（おに活）、子ども食堂などの取り組みを実施する。地域
の縁がわ事業では子ども・高齢者・障がい者など地域の誰もが気軽に集い、支えあう地域の拠点となるよ
う活動していく。学習のため又は遊びの場としての居場所の提供、子育てサークルや地域の会議の会場
の場としての提供を行う。法人委員会お役に立ち隊では、各事業所近隣のごみ拾いを定期的におこなう。 
（７）委員会活動                                        
法人経営の強化を図るため法人内に委員会を設け、法人経営についての検討と実践を行う。各委員会

の事業計画は別紙のとおり。 

評議員会 6 月 19 日 事業報告、決算報告 
理事会 6 月 1日 事業報告、決算報告、評議員会開催内容、理事長の業務執行

状況報告、評議員会の開催、苦情解決第三者委員連絡会報告
など 

 12 月 10 日 補正予算、規程変更など 
 3 月 23 日 補正予算、次年度事業計画、当初予算、理事長の業務執行状

況報告、役員等賠償責任保険契約など 
監査 5 月 19 日 会計監査 
 5 月 21 日 処遇監査 
苦情解決第三者委員会 5 月 21 日 苦情解決第三者委員連絡会 



（８）法人チーフ会議                                      
社会的養育支援センターの目的を実現するために、「社会福祉法人光明童園への支援をもっと施設や

地域の子どもたちに届けるには、どうすればいいのか？」をテーマに法人内事業所のチーフ・主任が定
期的（月1回）に集まり会議を行う。子どもたちの養育を担う中心的な職員が話し合うことによって、
事業所を横断し、実現性が高い提案や取り組みが生まれること、他事業所のことやそこで働く職員を知
ることで横のつながりが強化されることを目的とする。 
「自事業所内でうまくいっていること、困っていること」を共有し、他事業所からヒントやネットワ

ークの情報もらい、「できたらいいね」をつくる。 
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2026 年度 研修委員会（研修戦隊 Rainbow）事業計画（案） 
事業の目的 

社会的養護（養育）の現状を概観すると被虐待児や神経発達症などの児童の増加に伴い、児童
処遇に職員の専門性や援助技術の向上が求められる。それらを踏まえ幅広い領域からの学びを
得ることで子どもの最善の利益ための支援充実を図る。また支援の質を維持、向上させるため
には職員自身のメンタルヘルスの維持も不可欠である。高い負担がかかる現場において職員が
心身ともに健康で働ける環境を整えることで、より良い支援の提供に繋げる。 
 
【スローガン】あなたのその色、いいね！ 

事業の計画 
研修① 社会福祉法人 光明童園 職員として（オンライン研修）＜対象：全職員対象＞ 
    講 師：堀 浄信氏（社会福祉法人光明童園 理事長） 
    開催日：未定(5 月予定) 
    内容：講話・各事業所紹介・各法人委員会紹介 
 
研修② 初級職員研修（対象：新任職員） 
研修③ 中級職員研修（対象：中級職員） 
研修④ 上級職員研修（対象：上級職員） 
研修⑤ 管理者職員研修（対象：管理職） 
     
研修⑥ 法人全体研修（オンライン形式） 

対象：法人内事業所全職員 
    講 師：未定   開催日：未定（11 月予定） 
 

事業の予算 
研修②③④⑤ 
項目       単価    数量    金額    備考 
会場使用料    930  円  12 時間   11,160 円  冷暖房・機材含む 
飴代              30   円  130 人        3,900 円   
 
講師謝礼(研修⑥のみ) 
項目      単価    数量    金額    備考 
謝 礼     33,000     1    33,000   オンライン予定 
※予備費 10,000 円…人数の増減や施設料の変動に対応するために計上 
                              総合計 58,060 円 

 

講 師：堀 浄信氏 
（社会福祉法人光明童園 理事長） 
開催日：未定 



2026 年度 行事委員会（GJ）事業計画（案） 
事業の目的 

 各事業所で働く職員が、事業所の垣根を越えて交流し、各事業所の方々との交流を通して、
お互いを労い合いながら、子どもの支援の活力になるよう、楽しめる行事の企画、運営をする
ことを目的とする。 
 
 

事業の計画 
 □1．2027 年度社会福祉法人光明童園入職式の企画、運営 
 □2．法人交流ビーチボールバレー大会（年 3回 10 月、11 月に実施） 
  □3．法人交流ニュースポーツ大会（年 1 回） 
 □4．行事委員会の活動目的、活動内容を各事業所に周知 
 
 

事業の予算 
□1．入職式 11,000 円 
      内訳：飾り付け用備品(画用紙・飾り花・両面テープなど) 3,000 円 
         案内状はがき・封筒 500 円 
         切手（約 25 人）     2,750 円 ※1 枚（110 円）×25 人 
         生花        4,000 円 

   予備費        750 円 
  
□2．法人交流ビーチボールバレー大会、ニュースポーツ大会（参加者約 160 人） 62,000 円 
      内訳：コート代  14,880 円 ※2 コート（3,720 円）×4回 
         保険代   14,400 円 ※1 人分（90 円）×160 人 
         飲み物代  24,000 円 ※1 本（150 円）×160 人 
         景品代   8,000 円  ※優勝チーム（2,000 円）×4 回 
         予備費   720 円 
 
合計：□1（11,000 円）＋ □2（62,000 円）＝ 73,000 円 

合計 73,000 円 
 
 
 



2026 年度 地域貢献委員会（お役に立ち隊）事業計画（案） 
事業の目的 

・法人の取り組みを地域へ発信し周知する  
・周知活動によって相談窓口を知って頂き、法人の持っているスキルを地域に還元する  
・子育ての孤独感の解消 ・地域交流の促進  
・少子高齢化や人口減少等を踏まえた、地域の福祉ニーズに応えていく  
 

事業の計画 
・水俣市、海のクリーンアップ作戦参加（児童と職員） 
・使用済み切手、ペットボトルのふた集め  
・スマイルサポートへの参加  
・毎月のこども地域食堂への参加（地域の方へ各事業所アピール含む）  
・法人内行事のサポート（こどもセンターマルシェ・童園祭等） 
・法人外行事のサポート（恋龍祭手伝い・湯出鈴虫祭り・みな食フェスタ・ISUI 会等） 
 

事業の予算 
 

海のクリーンアップ作戦 飲み物  45 本 120 円×45 本＝5,400 円 
恋龍祭パレード 飲み物    60 本 

飴      12 袋 
保険     50 人 

120 円×60 本＝7,200 円 
180 円×12 袋＝2,160 円 
28 円×50 人＝1,400 円 

総合計  16,160 円 
 
 
 
 
 



2026 年度 人材対策委員会（HelloWork 光明）事業計画（案） 
事業の目的 

～ひと・つながる～ 
人材の確保・定着をメインとして、育成の視点ももちつつ、ひとをつなげる 

事業の計画 
【１．法人での採用活動】 
 ① 「ふるさとくまもと創造人材奨学金返還等サポート制度（くま活サポート）」を活用し、 
 募集・採用に向けて、情報収集及び広報活動を行う。学生の中では認知度も低いため、積極
的に啓発活動を行う。令和 9 年４月から児童養護施設湯出光明童園での採用（１名）を目指
し、応募状況等を把握する。 

  
【２．障害者雇用】 
 ① 現在、障害者雇用枠に１名雇用中。その状況把握と見守り。状況に応じて、仕事量の見直

しやステップアップに向けての検討を行う。 
 ② 一緒に働いている周りの職員の状況把握やサポート。 
 ③ その他、障害者雇用についての情報収集、勉強会計画など。 
 
【３．実習生採用】 
 ① 積極的な実習生受け入れ。 
 ② 実習中の座談会の計画・法人パンフレットの配布など。 
 ③ 養成校の開拓。 
 ④ その他、実習から採用につながるための方法を検討。 
 
【４．奨学金についての支援ニーズ調査を活用】 
 ① 法人全職員を対象にした奨学金についての支援ニーズ調査結果の活用。 
 
【５．病児・病後児保育もくれん】 
 ①法人職員の活発な利用促進の検討をする。 
 
【その他】 
 人材の育成、確保に関して月に１回程度話し合いを行い、情報収集に努める。 

事業の予算（案） 
会議費（お茶菓子等） 10,000 円 

 



2026 年度 危機管理委員会（ヒカリソック）事業計画（案） 
事業の目的 

万が一の災害・事故等に備え、各事業所のみならず、法人全体で危機管理意識の向上を図り、
法人全体での繋がり、連携を持つこと目的とし、合同での防災訓練を計画・実施する。また、 
子どもたちの生活支援を中断することがないよう継続し、または早期復旧させるため、BCP 
（事業継続計画）を意識して、内容の確認や見直し等を行っていく。 

事業の計画 
・委員長：神﨑（湯出） 
・３か月毎の会議。※必要に応じて変更。 
・5 月～6 月にかけて法人全体新入職員、R７年度に訓練を受講出来なかった職員、また、講習 
を希望する職員に向けた心肺蘇生法講習と、１月～２月にかけて災害時の調理等をそれぞれ 
１回ずつ計画・実施する。 

・BCP ならびに安全計画の見直しと、法人 BCPの作成に向けた話し合いを行う。 
 

事業の予算 
・訓練の会場代、その他の必要経費として２万円 
※経費内訳：     ・心肺蘇生法   ：消防署（予）0円 
            講師お礼（菓子）：3,000 円 

参加者飲み物  ：5,000 円 
・非常食講習   ：水俣市公民館 1,590 円 
 炊飯訓練用米  ：5,000 円 
・予備費     ：5,410 円（消耗品購入等） 
 
合計：20,000 円 

 



2026 年度 魅力発信委員会 事業計画（案） 
事業の目的 

□1 各事業所の取組（事業内容）を知ってもらう 
□2 「ひかりどうえん」の支援者を増やす 
□3 「ひかりどうえん」のファンを増やす 
□4 法人の一員になりたいと思える人を増やす 

事業の計画 
□1 各事業所から１～２名選出。 
□2 各事業所の魅力（強みや見てもらいたいところ）を広報誌「ひかりの屋根裏部屋」として
作成。ひかりどうえんを支える会総会資料発送時に合わせて郵送する。 
□3 法人パンフレットの更新 
□4 法人ホームページトップ画面の更新 

事業の予算 
□ 法人パンフレット印刷 
 初回印刷代（500 部）   80,000 円 
 不足した際の追加印刷   20,000 円 
         合計  100,000 円 
 
 

 


